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福祉と文化のつどい（中学生コーラス）
（2～3頁に記事掲載）



　１０月２８日（日）、村民体育館において「水上村福祉
と文化のつどい」が開催されました。
　開会に先立ち各種表彰が行われ、国民健康保険の健
康優良世帯６世帯、健康優良老人１１人が表彰を受け
られました。
　開会式の後、ステージでは合唱やダンス、太極拳披
露、歌謡ショーなどがあり、会場に集まった約５００人
の人たちは、歌を口ずさんだりとみんな一緒になって
楽しんでいました。
　また、会場には、陶芸や木工品等の展示販売や、小・
中学校の書道や絵などの展示があり、会場を訪れた人
たちは熱心に見学していました。

国民健康保険の表彰

Ｓｐａｓｈによる舞踏ショー

西岡はるみ　歌謡ショー 岩野小学校４・５・６年生による鼓笛演奏コミックジャンラー　坂東ひでおショー

コール・ぷらなすによる合唱

湯山小学校４・５・６年生によるソーラン節

生涯学習講座フラダンス教室
＜水上プアリリー＞の披露

湯山小学校１・２・３年生による踊り
ＫＵＭＡＫＯＩ六調子

水上村福祉と文化のつどい水上村福祉と文化のつどい
祉村福福村村福村村）、村民体育館において「水上村）日）（日（（日（（日（（月２８８８８８８　１０月２８日（日）、村民体育館において「水上村上上村上村村水上 祉祉祉８８ 水日日日２８日（日）、村民体育館において「水上村福祉祉祉月２８日（日） 村民体日日日日 において「水上村福祉祉祉育館８月 祉村村 村福福体 祉体育館（ ）

と文化の どい」が開催されました
　１０月２８日（日）、村民体育館において「水上村福祉
と文化のつどい」が開催されました。
　開会に先立ち各種表彰が行われ、国民健康保険の健
康優良世帯６世帯、健康優良老人１１人が表彰を受け
られました。
　開会式の後、ステージでは合唱やダンス、太極拳披
露、歌謡ショーなどがあり、会場に集まった約５００人
の人たちは、歌を口ずさんだりとみんな一緒になって
楽しんでいました。
　また、会場には、陶芸や木工品等の展示販売や、小・
中学校の書道や絵などの展示があり、会場を訪れた人
たちは熱心に見学していました。

国民健康保険の表彰

Ｓｐａｓｈによる舞踏ショー

西岡はるみ　歌謡ショー 岩野小学校４・５・６年生による鼓笛演奏コミックジャグラー　坂東ひでおショー

コール・ぷらなすによる合唱

湯山小学校４・５・６年生によるソーラン節

生涯学習講座フラダンス教室
＜水上プアリリー＞の披露

湯山小学校１・２・３年生による踊り
ＫＵＭＡＫＯＩ六調子

2



湯山保育所４・５歳児　うんとこどっこい祝い唄

岩野保育所４・５歳児　江戸火消こ組出動 大盛り上がりの会場風景

岩野小学校１・２・３年生によるサンバおてもやん
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　１１月１１日（日）寒風が吹く中、湯山親水公園駐車場におい
て、消防ポンプ操法大会が開催されました。小型ポンプの部に
１４チーム、自動車ポンプの部に２チームが出場し、”きびきび”
とした動きがみられました。優勝した湯山覚井班、古屋敷班はい
ずれも連覇を達成し、来年８月に行われる郡大会へ出場します。

　大会の結果は以下のとおりです。
　小型ポンプの部　　優　勝　湯山覚井班
　　　　　　　　　　準優勝　北目班
　　　　　　　　　　３　位　宮田班
　自動車ポンプの部　優勝　古屋敷班

１１日（日）寒風が吹く中、湯山親水公園駐車場におい

第２０回水上村消防団ポンプ操法大会

自動車ポンプの部　優勝：古屋敷班

小型ポンプの部　優勝：湯山覚井班
湯山覚井班の様子
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　平成１９年１１月１４日、地方自治法施行６０周年を
記念して監査事務功労者に贈られる総務大臣表彰の伝達
式が役場応接室において行われました。
　元監査委員　井浦　守　氏（湯山馬場）は昭和６２年か
ら通算１２年、本村の監査委員として村の財政管理、事業
の経営管理、行政運営に関し、常に公正普遍の態度をもっ
て監査にあたられ、本村の健全財政の確立のため適切な
指導を行われました。その間、議会議員としても３期１２
年、地方自治の発展に多大な貢献をされております。
　当日は、成尾村長から表彰状の伝達、併せて村からは記
念品が贈られました。表彰状を伝達され井浦氏は「今回の
受賞を光栄に思い、深く感謝いたします。」と御礼の言葉
を述べられました。

【在任期間】
昭和62年５月１日～平成３年４月30日　議会選出監査委員
平成３年５月１日～平成７年４月30日　議会選出監査委員
平成11年６月17日～平成15年６月16日　代表監査委員（学識経験者）
【賞罰】
平成７年３月29日　熊本県町村監査委員表彰（熊本県町村監査委員協議会）
平成11年９月１日　全国町村監査委員功労者表彰（全国町村監査委員協議会）

第59回人権週間
平成19年12月4日（火）～10日（月）

　「世界人権宣言」は、基本的人権及び事由を尊重し確保するために、世
界のすべての人々とすべての国々とが達成すべき共通の基準として、
昭和23年12月10日の第３回国際連合総会において採択されました。
　法務省及び全国人権擁護員連合会では、従来から、「世界人権宣言」採
択の日の12月10日「人権デー」を最終日とする１週間（12月4日から10日
まで）を「人権週間」と定め、人権尊重思想の普及高揚に努めてきたとこ
ろですが、本年も、12月4日（火）から12月10日（月）までを「第59回人権週
間」として、特設人権相談所の開設のほか、各種啓発行事を実施するこ
ととしています。

【特設人権相談所の開設】
　熊本地方法務局人吉支局及び人吉人権擁護委員協議会におきまして
は、この人権週間中に、次のとおり特設人権相談所を開設いたします。
　人権問題等でお困りの方は、お気軽にご相談ください。
　なお、相談は無料で、固く秘密は守られます。
　◆相談日時：１２月６日
　　　　　　午前10時～午後３時まで
　◆場　　所：岩野公民館

～人権擁護委員はあなたの相談相手です～
　人権擁護委員の仕事は
　・みなさんの人権が侵されないように監視すること
　・もし、人権を侵された人がいた場合には、相談相手になって救済すること
　・人々の間に正しい人権の考え方を広め、自由人権思想の啓発に努めること
などです。
　人権擁護委員は、いつでもあなたの相談に応じてくれます。
　・深水　央　　水上村岩野宮田　　・田代　晴美　水上村湯山馬場
　平成１９年１０月１日付けをもって法務大臣から人権擁護委員の委
嘱命令がされ、再任（３期目）となる田代晴美さんの委嘱状交付式がお
こなわれました。

石倉にピアノ寄贈！
　今年４月にリニューアルオープンした湯山地区に
ある「石倉交流施設」にアップライトピアノが寄贈
されました。
寄贈者は、水上村大字岩野出身の香川美穂子さん
（旧姓：鳥井）。
旧家にあるピアノを是非「石倉」に使って下さい
と、１０月２２日に搬入後、調律と磨きを終え寄贈
されました。今回の寄贈に対し心より感謝申し上げ
ます。

成尾村長から伝達を受ける井浦氏（左）

元監査委員 井浦　守 氏
総務大臣表彰受賞！

ピアノの寄贈によせて
香川　美穂子

　長い間誰からも忘れ去られ、ひっそりと洋間に置かれていた私
のピアノが、新装になった石倉に置いていただける事になり、本
当に嬉しく思っています。
　幼い頃から夏休みになると兄と共に祖父の下に送り込まれ、普
段と全く違った環境の岩野で一ヶ月間過ごしました。朝起きると
神棚と仏壇に手を合わせその後祖父に挨拶。神様のお下がりのご
飯を取り合って１日が始まりました。セミの声や轟々と流れる
川の音を１日中耳元に感じ、暑い１日を何するでもなく暮らし、
夕暮れ時には家々から上がる炊事の煙を見ては両親を想い、本当
に長い長い夏休みでした。でも今は、とても懐かしいふるさとで
す。その故郷の皆さんにこのピアノがお役に立てればとても嬉し
いです。１年生の終わり頃からピアノを始めた為、夏休みには岩
野小学校のピアノをお借りして練習させていただきました。あの
頃「ウオータローの戦い」を弾いておられた方はお元気でしょう
か？もう70歳以上になっておられるのでは？練習に付いて来て
くれた父が「上手いね～、何て言う曲ね？」と尋ねていたのをとて
も懐かしく思い出します。古いピアノですが、どうぞ可愛がって
楽しんで下さい。
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。
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懐
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踏
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。
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。
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。
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地
域
の
方
や
湯
山
保
育

所
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園
児
の
み
な
さ
ん
な
ど
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多

く
の
方
が
来
校
さ
れ
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一
、二
年
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の
生
活
科
の
学
習
「
秋
フ
ェ
ス

タ
」
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三
、四
年
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が
総
合
的
な

学
習
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
和
太

鼓
」
の
様
子
、
そ
し
て
、
五
年
生

の
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語
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六
年
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の
家
庭
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授
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を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
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。

　

十
一
月
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日
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ら
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日
に
か
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さ
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「
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緑
の
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発
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会
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と
「
全
国
育

樹
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」
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湯
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校
か
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表
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ま
し
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活
動
発

表
大
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全
国
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地
か
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選
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れ
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五
つ
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団
の
活
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を
聞
き
、
こ
れ
か
ら
の
湯
山
小

学
校
緑
の
少
年
団
の
活
動
に
活
か

し
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

湯
山
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学
校
ニュ
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収
穫
だ
！
学
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田
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・
稲
こ
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岩
野
小
学
校

　

湯
山
小
学
校

【
十
月
五
日
】
岩
野
小
稲
刈
り

　

岩
野
小
学
校
五
〜
六
年
生
二
十
九

人
は
、
岩
野
小
学
校
近
く
の
圃
場
に

お
い
て
、
青
壮
年
部
と
学
校
田
稲
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。
刈
っ
た
稲
を
わ

ら
で
結
ぶ
の
に
は
み
ん
な
悪
戦
苦
闘

の
様
子
で
す
。
こ
の
日
は
バ
イ
ン

ダ
ー
を
実
際
に
児
童
が
体
験
す
る
機

会
も
あ
り
、
初
め
て
の
体
験
に
感
動

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

【
十
月
十
五
日
】
湯
山
小
稲
刈
り

　

湯
山
小
学
校
三
〜
六
年
生
三
十
四

人
と
青
壮
年
部
と
で
、
今
年
も
学
校

田
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
美
し

く
実
っ
た
稲
を
手
刈
り
し
て
い
く
姿

は
と
て
も
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
、
両
腕
い
っ
ぱ
い
に
稲
を
担
い
で

倒
れ
そ
う
。
「
か
ゆ
い
け
ど
楽
し

い
！
」
と
、
笑
顔
が
絶
え
な
い
稲
刈

り
に
な
り
ま
し
た
。

【
十
月
二
十
六
日
】
湯
山
小
稲
こ
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下
、
湯
山
小
学

校
運
動
場
入
り
口
で
今
年
も
稲
こ
ぎ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ハ
ー
ベ
ス
タ
の
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ろ

に
列
を
作
り
、
今
か
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か
と
順
番
を

待
っ
て
い
る

表
情
が
印
象

的
で
す
。
収

穫
祭
で
は
児

童
た
ち
の
が

ん
ば
り
の
分

お
い
し
い
お

餅
が
出
来
上

が
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
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財政事情の公表について　　　　　　（平成19年11月 1日告示）
1．平成19年度第2四半期までの歳入歳出の状況
　（1）一般会計〔平成 18年度からの繰越明許費を含む〕
　　〔1〕歳入　          （単位：円）

款　　　　　別
予　算　額
（Ａ）

収　　入　　済　　額　　（Ｂ） 収 入 未 済 額
（Ａ）ー（Ｂ）

収 納 率
（％）第１四半期 第２四半期 計

1 村 税 244,088,000 63,466,759 69,344,127 132,810,886 111,277,114 54.41
2 地 方 譲 与 税 49,000,000 14,432,000 14,432,000 34,568,000 29.45
3 利 子 割 交 付 金 500,000 254,000 254,000 246,000 50.80
4 配 当 割 交 付 金 200,000 229,000 229,000 △ 29,000 114.50
5 株式等譲渡所得割交付金 100,000 100,000          0
6 地方消費税交付金 20,000,000 5,207,000 7,209,000 12,416,000 7,584,000 62.08
7 自動車取得税交付金 16,000,000 4,853,000 4,853,000 11,147,000 30.33
8 地方特例交付金 1,904,000 878,000 1,026,000 1,904,000 100.00
9 地 方 交 付 税 1,163,408,000 584,450,000 328,836,000 913,286,000 250,122,000 78.50
10 交通安全対策特別交付金 950,000 549,000 549,000 401,000 57.79
11 分担金及び負担金 32,282,000 5,478,808 5,712,770 11,191,578 21,090,422 34.67
12 使用料及び手数料 22,720,000 5,201,036 5,054,955 10,255,991 12,464,009 45.14
13 国 庫 支 出 金 113,309,000 2,794,000 3,940,105 6,734,105 106,574,895 5.94
14 県 支 出 金 117,033,000 1,725,000 3,171,558 4,896,558 112,136,442 4.18
15 財 産 収 入 7,769,000 265,926 5,012,973 5,278,899 2,490,101 67.95
16 寄 附 金 3,000 3,000          0
17 繰 入 金 18,091,000 1,850,000 2,386,783 4,236,783 13,854,217 23.42
18 繰 越 金 176,357,000 266,605,563 266,605,563 △ 90,248,563 151.17
19 諸 収 入 45,745,000 1,665,955 2,326,282 3,992,237 41,752,763 8.73
20 村 債 191,801,000 191,801,000          0
歳　入　合　計 2,221,260,000 939,588,047 454,337,553 1,393,925,600 827,334,400 62.75 

　　〔2〕歳出　          （単位：円）

款　　　　　別
予　算　額
（Ａ）

支　　出　　済　　額　　（Ｂ） 差 引 残 額
（Ａ）ー（Ｂ）

執 行 率
（％）第１四半期 第２四半期 計

1 議 会 費 59,093,000 15,337,872 19,073,106 34,410,978 24,682,022 58.23
2 総 務 費 306,146,000 70,472,653 95,289,945 165,762,598 140,383,402 54.14
3 民 生 費 355,786,000 133,485,063 67,858,662 201,343,725 154,442,275 56.59
4 衛 生 費 140,590,000 30,781,794 43,550,176 74,331,970 66,258,030 52.87
5 労 働 費 1,000 1,000          0
6 農 林 水 産 業 費 258,023,000 70,261,402 34,778,838 105,040,240 152,982,760 40.71
7 商 工 費 79,556,000 30,564,397 25,546,690 56,111,087 23,444,913 70.53
8 土 木 費 249,914,000 78,648,196 34,752,677 113,400,873 136,513,127 45.38
9 消 防 費 78,037,000 33,284,018 28,733,621 62,017,639 16,019,361 79.47
10 教 育 費 201,718,000 43,682,117 62,881,425 106,563,542 95,154,458 52.83
11 災 害 復 旧 費 62,155,000 4,627,843 4,727,981 9,355,824 52,799,176 15.05
12 公 債 費 425,239,000 131,984,371 131,984,371 293,254,629 31.04
13 諸 支 出 金 2,000 2,000         0
14 予 備 費 5,000,000 5,000,000         0
歳　出　合　計 2,221,260,000 511,145,355 549,177,492 1,060,322,847 1,160,937,153 47.74
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　（2）平成１9年度水上村会計別第２四半期までの収納支出額総括表
            （単位：円）

会 計 別 区 　 　 　 分 予 算 現 額 収納 or 支出額
予算現額に対する
収納・支出残額
（繰越明許費を含む）

予算現額
に対する
収納支出
の 比 率

一 般 会 計

歳 入 2,221,260,000 1,393,925,600 827,334,400 62.75

歳 出 2,221,260,000 1,060,322,847 1,160,937,153 47.74

歳入歳出差引残額 333,602,753

国民健康保
険特別会計

歳 入 367,410,000 162,189,895 205,220,105 44.14

歳 出 367,410,000 148,332,545 219,077,455 40.37

歳入歳出差引残額 13,857,350

老 人 保 健
特 別 会 計

歳 入 415,039,000 205,981,922 209,057,078 49.63

歳 出 415,039,000 165,540,209 249,498,791 39.89

歳入歳出差引残額 40,441,713

簡易水道事
業特別会計

歳 入 48,940,000 31,673,412 17,266,588 64.72

歳 出 48,940,000 20,893,346 28,046,654 42.69

歳入歳出差引残額 10,780,066

農業集落排水  
事業特別会計

歳 入 63,320,000 54,166,096 9,153,904 85.54

歳 出 63,320,000 25,672,044 37,647,956 40.54

歳入歳出差引残額 28,494,052

下水道事業
特 別 会 計

歳 入 64,150,000 56,127,456 8,022,544 87.49

歳 出 64,150,000 30,698,766 33,451,234 47.85

歳入歳出差引残額 25,428,690

介 護 保 険
特 別 会 計

歳 入 228,967,000 132,132,888 96,834,112 57.71

歳 出 228,967,000 87,364,641 141,602,359 38.16

歳入歳出差引残額 44,768,247

林業集落排水
事業特別会計

歳 入 7,730,000 7,210,700 519,300 93.28

歳 出 7,730,000 3,503,842 4,226,158 45.33

歳入歳出差引残額 3,706,858

総 計

歳 入 3,416,816,000 2,043,407,969 1,373,408,031 59.80

歳 出 3,416,816,000 1,542,328,240 1,874,487,760 45.14

歳入歳出差引残額 501,079,729

        　〔平成１8年度からの繰越明許費を含む〕
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2．住民１人当りの村税負担額（単位：円）
税　　　目 細　別 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度

村 民 税 13,540 15,861 18,936

固定資産税
九電分除く 22,945 21,378 21,531

九電分含む 41,747 52,170 51,653

軽自動車税 2,229 2,328 2,331

た ば こ 税 3,373 3,204 3,166

国民健康保険税 29,510 26,469 28,598

3．公有財産の状況
　（1）土地及び建物　　平成１９年９月末現在
区　　　　　　分 土地面積（㎡）建物延面積（㎡）

公　
　
　
　
　

有　
　
　
　
　

財　
　
　
　
　

産

行　
　

政　
　

財　
　

産

本 庁 舎 6,111.8 1,673.2
その他の施設 9,750.0 4,173.4

公 

共 

用 

財 

産

学 校 49,231.3 15,434.1
公 営 住 宅 24,483.6 6,681.2
公 園 71,124.4
その他の施設 23,186.9 3,660.9
山 林 490,812.0
計 674,700.0 31,622.8

普　

通　

財　

産

公 園 99,815.4 3,148.7
その他の施設 37,145.7 6,762.9
山 林 10,197,603.8
その他の土地 1,277,384.6

計 11,611,949.5 9,911.6
合　　　　　　計 12,286,649.5 41,534.4

　（2）公用自動車        　  平成１９年９月末現在
用　途　別 台数 備　　　　　　　　　　考　（左の内訳）

連 絡 車 14 議会事務局 1、総務課 3、税務課 2、企画観光課 1、住民福祉課 1、経済課 2、建設課 2、教育課 2
貨 物 車 4 総務課（ワゴン車）１、住民福祉課（水道車）１、企画観光課（軽トラック）１、税務課（軽トラック）１
特 殊 車 輛 1 企画観光課（高所作業車）１
保 健 指 導 車 1 住民福祉課 1
マ イ マ ロ バ ス 2 総務課 1、教育課 1
ス ク ー ル バ ス 3 教育課 3
給 食 車 1 教育課 1
緊 急 自 動 車 16 消防車 2、積載車 14

計 42
連 絡 車 3 ㈱みずかみ、（軽トラック１含む）
連 絡 車 4 社会福祉協議会（ヘルパー車３台含む）
介 護 移 送 車 6 社会福祉協議会（入浴介護車１台含む）

計 13
合　　　　計 55

４．村債及び一時借入金の現在高
　（1）村債       　　平成１９年９月末現在（単位：千円）
借　　入　　先 平成１8年度末現在額 平成１9年度借入額 平成１9年度償還額 差引現在額

１. 政 府 資 金 4,103,227 0 191,967 3,911,260
内  

訳
財 政 融 資 資 金 2,835,609 0 130,734 2,704,875
簡 保 資 金 等 1,267,618 0 61,233 1,206,385

２. 公営企業金融公庫 641,263 0 14,851 626,412
３. 熊 本 県 0 0 0 0
４. 肥 後 銀 行 他 229,954 0 13,941 216,013
合　　　　　計 4,974,444 0 220,759 4,753,685

　（2）一時借入金の現在高
一  時  借  入  金 0 平成１９年９月末現在
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5．基金会計の残高         （単位：円）

基　　　金　　　名 平成19年３月末
現 在 高

平成１9 年度中増減額 平成19 年 9月末
現 在 高歳　　入　　額 歳　　出　　額

財 政 調 製 基 金 990,385,307 1,985,372 992,370,679

減 債 基 金 291,392,173 80,693,419 372,085,592

国 民 健 康 保 険
療 養 給 付 基 金 255,942,489 523,244 256,465,733

ふ る さ と 創
生 事 業 基 金 135,147,940 202,166 135,350,106

い き い き 人
づ く り 基 金 83,748,131 20,150,921 103,899,052

老 人 福 祉 対
策 事 業 基 金 82,888,907 169,456 83,058,363

桜オーナー事業基金 13,380,000 0 1,870,000 11,510,000

高額療養費貸付基金 1,597,110 3,265 1,600,375

土 地 開 発 基 金 79,898,233 163,342 80,061,575

古川地域開発基金 37,619,739 76,909 2,366,783 35,329,865

簡易水道事業基金 2,395,027 4,896 2,399,923

林 道 事 業 に
関 す る 基 金 263,870 539 264,409

湯 前 線 対 策 基 金 3,481,037 7,116 3,488,153

中山間地ふるさと・
水 と 土 保 全 基 金 3,613,050 7,386 3,620,436

被 災 家 屋 復 旧
資 金 貸 与 基 金 3,889,981 7,952 3,897,933

本野地域開発基金 2,654,686 3,309 2,657,995

交 通 安 全 対 策
事 業 基 金 基 金 2,026,292 2,098 2,028,390

産業後継者育成奨
励 学 金 貸 与 基 金 5,400,000 5,400,000

奨学資金貸与基金 7,617,000 2,845,000 1,980,000 8,482,000

介護給付費準備基金 15,245,559 31,167 15,276,726

下 水 道 事 業 基 金 25,023,804 1,724,620 26,748,424

合　　　　　計 2,043,610,335 108,602,177 6,216,783 2,145,995,729
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6．平成18年度歳入歳出決算額について
　（1）一般会計
　　〔1〕歳入　          （単位：円）

款　　　　　別
予算現額
（Ａ）

調　定　額
（Ｂ）

収入済額
（Ｃ）

不納欠損額
（Ｄ）

収入未済額
Ｂ－（Ｃ＋Ｄ）

収 納 率
（C÷B）

1 村 税 240,560,000 244,765,344 243,615,359 82,650 1,067,335 99.5

2 地 方 譲 与 税 63,098,000 66,365,557 66,365,557 0 0 100.0

3 利 子 割 交 付 金 500,000 498,000 498,000 0 0 100.0

4 配 当 割 交 付 金 50,000 302,000 302,000 0 0 100.0

5 株式等譲渡所得割交付金 1,000 251,000 251,000 0 0 100.0

6 地方消費税交付金 20,000,000 21,759,000 21,759,000 0 0 100.0

7 自動車取得税交付金 15,500,000 17,162,000 17,162,000 0 0 100.0

8 地方特例交付金 4,645,000 3,948,000 3,948,000 0 0 100.0

9 地 方 交 付 税 1,213,383,000 1,312,298,000 1,312,298,000 0 0 100.0

10 交通安全対策特別交付金 950,000 975,000 975,000 0 0 100.0

11 分担金及び負担金 37,075,000 41,153,507 37,892,843 1,327,200 1,933,464 92.1

12 使用料及び手数料 22,558,000 24,706,270 23,119,170 0 1,587,100 93.6

13 国 庫 支 出 金 238,217,000 224,525,848 224,525,848 0 0 100.0

14 県 支 出 金 182,614,000 183,020,737 183,020,737 0 0 100.0

15 財 産 収 入 5,399,000 7,791,554 7,011,554 0 780,000 90.0

16 寄 附 金 503,000 508,000 508,000 0 0 100.0

17 繰 入 金 13,034,000 13,026,884 13,026,884 0 0 100.0

18 繰 越 金 188,684,000 252,203,840 252,203,840 0 0 100.0

19 諸 収 入 33,354,000 61,564,261 61,564,261 0 0 100.0

20 村 債 213,400,000 210,800,000 210,800,000 0 0 100.0

歳　入　合　計 2,493,525,000 2,687,624,802 2,680,847,053 1,409,850 5,367,899 99.7

水上村臨時議会

　平成19年第５回臨時議会が10月29日に開会され、平成18年度の一般会計ほ
か、特別会計７件の決算認定８議案が提出されましたが、全議案とも認定されま
せんでした。
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　　〔2〕歳出　          （単位：円）

款　　　　　別
予　算　額
（Ａ）

支出済額
（Ｂ）

翌年度繰越額
（Ｃ）

不　用　額
Ａ－（Ｂ＋Ｃ）

執 行 率
（B÷A)％

1 議 会 費 57,673,000 56,952,318 0 720,682 98.8
2 総 務 費 472,048,000 464,292,578 0 7,755,422 98.4
3 民 生 費 309,715,000 293,622,123 0 16,092,877 94.8
4 衛 生 費 111,275,000 110,011,912 0 1,263,088 98.9
5 労 働 費 1,000 0 0 1,000 0.0
6 農 林 水 産 業 費 295,280,000 291,420,993 0 3,859,007 98.7
7 商 工 費 75,389,000 73,881,831 0 1,507,169 98.0
8 土 木 費 285,388,000 265,367,506 16,900,000 3,120,494 93.0
9 消 防 費 78,379,000 76,460,127 0 1,918,873 97.6
10 教 育 費 196,159,000 189,282,605 0 6,876,395 96.5
11 災 害 復 旧 費 157,078,000 142,812,261 13,050,000 1,215,739 90.9
12 公 債 費 450,138,000 450,137,236 0 764 100.0
13 諸 支 出 金 2,000 0 0 2,000 0.0
14 予 備 費 5,000,000 0 0 5,000,000 0.0
歳　出　合　計 2,493,525,000 2,414,241,490 29,950,000 49,333,510 96.8

平成 18年度歳入歳出表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔一般会計〕          （単位：千円）

　（2）平成 1８年度水上村会計別決算総括表    　　（単位：千円）

会　　計　　別
歳入歳出
予算現額
（A）

決　　算　　額 翌年度へ繰越
すべき財源（E）
（繰越明許分）

実 質 収 支
（D）ー（E）

執　行　率
歳入合計
（B）

歳出合計
（C）

差引残額
（B）－（C）=（D）

歳  入
（B）/（A）

歳  出
（C）/（A）

一 般 会 計 2,493,525,000 2,680,847,053 2,414,241,490 266,605,563 16,942,000 249,663,563 107.5 96.8 
国民健康保険特別会計 343,773,000 372,860,401 323,151,971 49,708,430 0 49,708,430 108.5 94.0 
老人保健特別会計 417,666,000 407,160,231 405,898,429 1,261,802 0 1,261,802 97.5 97.2 
簡易水道特別会計 48,489,000 50,012,869 47,362,976 2,649,893 0 2,649,893 103.1 97.7 
農業集落排水事業特別会計 57,750,000 57,144,745 57,144,745 0 0 0 99.0 99.0 
下水道事業特別会計 61,819,000 61,524,610 61,524,610 0 0 0 99.5 99.5 
介護保険特別会計 225,334,000 232,626,303 202,538,682 30,087,621 814000 29,273,621 103.2 89.9 
林業集落排水事業特別会計 6,880,000 6,789,751 6,789,751 0 0 0 98.7 98.7 
総 合 計 3,655,236,000 3,868,965,963 3,518,652,654 350,313,309 17,756,000 332,557,309 105.9 96.3 

歳入合計
2,680,847,053円

歳出合計
2,414,241,490円

地方譲与税
66,365,557
2.48% 利子割交付金

498,000
0.02%
地方消費税交付金
21,759,000
0.81%

自動車取得税交付金
17,162,000
0.64%

地方特例交付金
3,948,000
0.15%

地方交付税
1,312,298,000
48.95%

負担金及び交付金
37,892,843
1.41%

議会費
56,952,318
2.36%

総務費
464,292,578
19.23%

民生費
293,622,123
12.16%

衛生費
110,011,912
4.56%

農林水産業費
291,420,993
12.07%

商工費
73,881,831
3.06%

土木費
265,367,506
10.99%

消防費
76,460,127
3.17%

教育費
189,282,605
7.84%

災害復旧費
142,812,261
5.92%

公債費
450,137,236
18.65%

使用料及び手数料
23,119,170
0.86%

国庫支出金
224,525,848
8.38%

県支出金
183,020,737
6.83%

財産収入
7,011,554
0.26%

繰入金
13,026,884
0.49% 繰越金

252,203,840
9.41%

諸収入
61,564,261
2.30%

村債
210,800,000
7.86%

村税
243,615,359
9.09%
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す
べ
て
の
年
金
は
、
受
け
ら
れ
る
資
格
が

あ
っ
て
も
、
自
分
で
請
求
し
な
い
と
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
手
続
き
を
『
裁
定
請
求
』

と
い
い
ま
す
。
裁
定
請
求
の
提
出
先
に
は
、

社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
す
る
場
合
と
市
町

村
等
に
提
出
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
市
町
村
の
国
民
年

金
担
当
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
町
村
の
国
民
年
金
担
当
係
で
で
き
る
裁
定

請
求老

齢
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
保
険

料
免
除
期
間
等
を
含
む
）
が
原
則
と
し
て

二
十
五
年
以
上
あ
る
方
が
六
十
五
歳
に
な
っ

て
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
手
続
き
で
き
る
方
は
】

国
民
年
金
の
加
入
が
第
１
号
保
険
者
期
間

の
み
の
方

障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
（
ま
た
は
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
な
い
六
十
歳
以
上
六
十
五

歳
未
満
で
国
内
在
中
）
や
二
十
歳
前
の
病
気

や
け
が
に
よ
っ
て
、
障
害
等
級
表
（
１
級
・

２
級
）
※
定
め
る
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
方

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
障
害
者
手
帳
等
の
等
級
と
は
基
準
が
違
い
ま
す
。

【
手
続
き
で
き
る
方
は
】

第
１
号
被
保
険
者
期
間
等
に
初
診
日
（
病

気
や
け
が
で
初
め
て
医
師
の
診
療
を
受
け

た
日
）
が
あ
る
方

　

今
般
「
与
党
高
齢
者
医
療
制
度
に
関
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
に
お
い
て
、
高
齢

者
医
療
制
度
に
つ
い
て
以
下
の
と
お
り
取
り

ま
と
め
ら
れ
、
政
府
と
し
て
も
実
施
す
る
こ

と
と
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
、
正
式
に
内
容
が
固
ま
っ
た

段
階
で
改
め
て
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

一
．
七
十
歳
〜
七
十
四
歳
の
方（
注
１
）

の
窓
口
負
担
に
つ
い
て

■
高
齢
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
一

年
三
月
ま
で
の
一
年
間
、
窓
口
負
担

が
一
割（
注
２
）に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

（
注
１
）
既
に
三
割
負
担
を
頂
い
て
い
る

方
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対
象
と

な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た
方

（
老
人
医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
）

は
除
き
ま
す
。

（
注
２
）
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
七
十

〜
七
十
四
歳
の
方
の
窓
口
負
担
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
二
割
負

担
に
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た

も
の
を
据
え
置
く
も
の
で
す
。

※
正
式
に
決
定
さ
れ
れ
ば
、
三
月
に
新
た

な
高
齢
受
給
者
証
を
再
発
行
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

二
．
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け

る
七
十
五
歳
以
上
の
被
扶
養
者
の

保
険
料
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の

遺
族
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
の
方
や
老
齢
基
礎
年
金

の
受
給
資
格
（
原
則
二
十
五
年
）
を
満
た
し

た
方
が
亡
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
方
に
よ
っ

て
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た「
子
の
あ
る
妻
」

ま
た
は
「
子
」
に
、
子
が
十
八
歳
に
達
す
る

年
度
末
に
な
る
ま
で
（
１
級
・
２
級
の
障
害

の
状
態
に
あ
る
子
の
場
合
は
二
十
歳
に
な
る

ま
で
）
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
障
害
者
手
帳
等
の
等
級
と
は
基
準
が
違
い
ま
す
。

【
手
続
き
で
き
る
方
は
】

第
１
号
被
保
険
者
期
間
中
に
死
亡
し
た
方

の
遺
族
で
上
記
の
条
件
に
該
当
す
る
遺
族

の
方

（
注
）
死
亡
日
に
お
い
て
第
１
号
被
保
険

者
で
あ
っ
た
場
合
で
も
、
同
時
に
遺
族

厚
生
（
共
済
）
年
金
を
受
給
さ
れ
る
と
き

は
、
請
求
先
が
社
会
保
険
事
務
所
と
な
り

ま
す
。

寡
婦
年
金

　

第
１
号
被
保
険
者
（
任
意
加
入
被
保
険
者

を
含
む
）
期
間
の
み
で
、
保
険
料
納
付
済

期
間
（
保
険
料
免
除
期
間
を
含
む
）
※
が

二
十
五
年
以
上
あ
る
方
が
何
の
年
金
も
受
け

ず
に
亡
く
な
っ
た
と
き
に
妻
が
六
十
歳
か
ら

六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
受
け
ら
れ
ま

す
。

※
若
年
者
納
付
猶
予
期
間
、
学
生
納
付
特
例
期
間
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

【
手
続
き
で
き
る
方
は
】

婚
姻
期
間
が
十
年
以
上
あ
る
妻
。

死
亡
一
時
金

　

第
１
号
被
保
険
者
（
任
意
加
入
被
保
険

者
を
含
む
）
と
し
て
国
民
年
金
保
険
料
を

三
十
六
月
（
三
年
）
以
上
納
め
て
い
る
方
が

年
金
を
受
け
な
い
で
亡
く
な
っ
た
と
き
に
受

け
ら
れ
る
一
時
金
で
す
。

【
手
続
き
で
き
る
方
は
】

亡
く
な
っ
た
方
と
生
計
を
同
一
に
し
て
い

る
遺
族
の
方

未
支
給
年
金

　

年
金
は
受
け
て
い
る
方
が
死
亡
し
た
月
分

ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
亡
く
な
っ
た
方
に
支

払
わ
れ
る
は
ず
の
年
金
が
残
っ
て
い
る
と
き

に
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
手
続
き
で
き
る
方
は
】

亡
く
な
っ
た
方
と
生
計
を
同
一
に
し
て
い

る
遺
族
の
方
。

※
年
金
が
受
け
ら
れ
る
遺
族
の
方
に
は
順
番
が
あ

り
ま
す
。

（
注
）
年
金
の
種
類
に
よ
っ
て
手
続
き
が

社
会
保
険
事
務
所
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◎
お
問
い
合
せ
先　

　

水
上
村
役
場
住
民
福
祉
課

　
　

℡
四
四
ー
〇
三
一
三
（
直
通
）

　

八
代
社
会
保
険
事
務
所

　
　

℡
〇
九
六
五
ー
三
五
ー
六
一
一
五

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
（h

ttp
://w

w
w
.sia
.g
o
.jp
/

）

国
民
年
金
の
請
求
の
手
続
き

六
か
月
間
は
無
料
と
な
り
、
平
成

二
十
年
十
月
か
ら
平
成
二
十
一
年
三

月
ま
で
の
六
か
月
間
は
、
頭
割
保
険

料
額
（
被
保
険
者
均
等
割
）
が
九
割

減
額
さ
れ
た
額
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者

七
十
五
歳
以
上
の
方
（
注
１
）
で
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な

る
日
の
前
日
（
平
成
二
十
年
三
月

三
十
一
日
又
は
七
十
五
歳
の
誕
生
日

の
前
日
）
に
お
い
て
被
用
者
保
険
（
注

２
、
注
３
）
の
被
扶
養
者
に
な
っ
て

い
る
方

（
注
１
）
六
十
五
歳
〜
七
十
四
歳
で
一
定

の
障
害
認
定
（
老
人
医
療
受
給
者
証
を

お
持
ち
の
方
）
も
含
み
ま
す
。

（
注
２
）
政
府
管
掌
健
康
保
険
）、
企
業
の

健
康
保
険
、
公
務
員
の
共
済
組
合
等
い

わ
ゆ
る
「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
健
康
保

険
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
は
該
当
し

ま
せ
ん
。

（
注
３
）
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
被
用

者
保
険
の
被
扶
養
者
の
方
に
つ
い
て

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
と
な
っ
た
日
の
属
す
る
月
か
ら
二
年

間
、
被
保
険
者
均
等
割
を
五
割
軽
減
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

措
置
は
そ
れ
に
加
え
て
行
う
も
の
で

す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
福
祉
課　

老
人
医

療
係
（
四
四
ー
〇
三
一
三
）
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て



13

株
式
会
社
「
み
ず
か
み
」

　

平
成
十
八
年
度

　
（
第
五
期
）

　

経
営
状
況
報
告

　

株
式
会
社
み
ず
か
み
の
定
時
株
主

総
会
が
開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
全

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
平

成
十
八
年
六
月
一
日
か
ら
平
成
十
九

年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
経
営
状
況

な
ど
に
つ
い
て
、
村
民
の
皆
様
に
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
に
貢
献
で
き
る
会
社

を
目
指
し
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

株
式
会
社
み
ず
か
み

　

代
表
取
締
役
社
長　

成
尾
政
紀

平
成
十
八
年
度

　
　

第
五
期
事
業
報
告

（
平
成
十
八
年
六
月
一
日
〜

　

平
成
十
九
年
五
月
三
十
一
日
）

【
第
五
期
の
総
括
】

　

平
成
18
年
度
は
、
天
候
に
大
き
く

左
右
さ
れ
た
年
で
し
た
。

　

夏
休
み
商
戦
は
、
長
梅
雨
（
6/8
〜

7/26
）
と
集
中
豪
雨
に
よ
る
売
上
ダ
ウ

ン
。
年
間
最
大
ピ
ー
ク
の
桜
商
戦
は
、

ピ
ー
ク
の
週
末
が
２
週
続
け
て
天
気

が
崩
れ
、
ま
た
低
温
傾
向
で
3/10
〜
22

の
期
間
の
平
均
最
高
気
温
は
13.2
℃
、

後
半
戦
も
15.2
℃
と
肌
寒
く
、
盛
り
上

が
り
に
欠
け
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
商
戦
は
、
３
日
連
続
の
大

雨
と
、
天
気
に
泣
か
さ
れ
た
18
年
度

で
し
た
。

　

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
平
常
月
の
９

月
か
ら
２
月
ま
で
の
半
年
間
は
、
前

年
比
１
２
０
％
と
健
闘
し
ま
し
た
が
、

ピ
ー
ク
時
の
売
上
指
数
が
高
く
、
不

足
分
を
カ
バ
ー
す
る
ま
で
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
結
果
、
売
上
高
は
、

１
０
１
．
４
％
と
微
増
に
終
わ
り
ま

し
た
。

　

損
益
分
岐
点
を
考
え
る
と
、
売
上
高

は
１
２
６
，０
０
０
千
円
必
要
で
あ
り
、

今
期
は
前
年
比
１
０
５
％
を
目
標
に
推

進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

歯
止
め
と
し
て
は
、相
乗
積
（
マ
ー

ジ
ン
ミ
ッ
ク
ス
）
を
考
え
た
バ
ラ
ン

ス
経
営
と
経
費
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

よ
る
施
設
運
営
を
行
い
、
天
気
に
左

右
さ
れ
な
い
強
い
企
業
体
質
へ
改
革

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
19
年
度
は
、
施

設
ご
と
の
特
徴
を
さ
ら
に
生
か
し
、

営
業
活
動
範
囲
の
拡
大
、
各
施
設
を

巻
き
込
ん
だ
営
業
推
進
。
そ
し
て
、

会
社
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
み
ん
な

が
主
役
、
全
員
参
画
の
経
営
」「
5S
の

徹
底
」「
独
立
採
算
性
」
の
運
営
に

よ
り
、
黒
字
経
営
の
会
社
に
。
そ
し

て
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
会
社
を
目

指
し
、
努
力
い
た
し
ま
す
。

【主な事業内容】
 6月 1日 株式会社みずかみ　第５期スタート
  熊本県高校総体・市房山キャンプ場宿泊（～3日、8校計50名）
 4日 九州大学宮崎演習林「森林教室」参加
 11日 木登り体験「ツリーイング」（市房山キャンプ場テントサイト一帯）
 12日 第15回取締役会
 14日 第３回研修旅行（～15日、門司・下関方面）
 17日 熊本市・新市街アーケード出張販売（～18日）
 28日 阿蘇・西原村研修（そうめん流し）
 29日 ゆめタウン八代出張販売（～7月2日、人吉球磨7団体共同イベント）
 7月 1日 元湯入浴スタンプカード発行
 5日 物産館出荷協議会研修（道の駅たるみず他）
 ７日 各施設「七夕飾りコンクール」
 12日 湯山温泉旅館組合総会
 15日 市房山キャンプ場そうめん流し・マス釣りぼりオープン
 22日 ㈱みずかみ３周年記念イベント（～23日）
  土曜夜市（22日）、日曜朝市（23日）
 8月 3日 山の幸館11周年記念セール（～6日）
 6日 第４回定時株主総会
 12日 白水公園出張販売（～お盆期間中）
  山江サービスエリア出張販売（～14日）
 23日 鶴屋百貨店出張販売（～29日）
 9月 3日 ブラックバス釣り大会（九州バス連盟、48名）
 16日 岩野川内彼岸花の里出張販売（～18日、23日、24日）
 18日 元湯「敬老の日」お年寄り無料開放
 20日 鶴屋百貨店出張販売（～26日）
 29日 ゆめタウンサンピアン出張販売（10月1日）
 10月11日 びぷれす熊日広場出張販売（～12日）
 14日 くまもとお城まつり出張販売（～15日）
 21日 熊本県農業公園「バラまつり」出張販売（～22日）
 22日 水上村商工会青年部「えびす祭り」出張販売
 26日 熊本ＮＴＴ物産展出張販売（～27日）
 27日 びぷれす熊日広場出張販売
 28日 熊本県農業公園「うまかもんフェア」出張販売（～29日）
 29日 水上村「福祉と文化のつどい」出張販売
 11月 1日 水の上の学校「ログハウスづくり」宿泊受け入れ（～5日、キャンプ場）
 3日 白水公園出張販売（土日・祝祭日）
 11日 秋の市房親子自然塾（～12日、市房山・キャンプ場一帯）
  熊本県農業公園「農業フェア」出張販売（～12日）
 16日 びぷれす熊日広場出張販売（～17日）
 18日 山の幸館「新そばまつり」（～19日）
 19日 湯山高城公園「農林業祭」出張販売
 12月 2日 水上村商工会主催「お嶽さん参り」懇親会料理提供（水上荘）
  人吉球磨物産展くまっこ市場出張販売（～3日、人吉市）
 6日 びぷれす熊日広場出張販売（～7日）
  ※会場にて「プロジェクトみずかみ」鹿クッキー試食会同時実施
 8日 ゆめタウン光の森出張販売（～10日）
  ※会場にて「プロジェクトみずかみ」鹿クッキー試食会同時実施
 15日 ゆめタウンはません出張販売（～17日）
 20日 社員集合研修（キャンプ場）
 21日 山の幸館ハムギフト販売（実績153箱・売上446,825円）
 26日 物産館出荷協議会役員会（物産館19:00～）
 29日 グランメッセ熊本「くまもとの朝市大集合」出店（～30日）
 31日 山の幸館年越しそば配達
  （生そば：実績834パック・売上209,000円
  郵便局エクスパック：実績84パック・売上135,700円）

 1月 1日 元湯元旦営業実施
 2日 初商、各施設にてぜんざい・甘酒の振る舞い
 5日 ゆめタウン光の森出張販売（～7日）
 7日 山の幸館　七草がゆ振る舞い
 11日 鏡開き、各施設にてぜんざい振る舞い
 12日 ゆめタウンはません出張販売（～14日）
 14日 柳もちづくり、各施設に飾りつけ
 16日 第19回取締役会（山の幸館）
 19日 グランメッセ熊本「鶴屋スペシャル」出店（～21日）
 23日 出荷協議会新年会（水上荘）
 25日 ＮＴＴ物産展出店（～26日、熊本市）
 27日 ゆめタウン八代出張販売（～28日）
 2月 2日 ゆめタウンサンピアン出張販売（～4日）
 3日 節分太巻寿司のサービス（物産館）
 9日 ゆめタウン光の森出張販売（～12日）
 10日 バレンタインチョコ教室実施（山の幸館）
 15日 全国直売所研究会（道の駅竜北）
 17日 ゆめタウンはません出張販売（～20日）
 19日 元湯ランの花展示開始（水上村湯山・木嶋さんよりご提供）
 20日 日田市役所　研修受け入れ
 21日 社員集合研修・桜商戦決起大会（キャンプ場）
 23日 ゆめタウン八代出張販売（～25日）
 3月 1日 水の上の学校「ヤマメ釣り」受付開始
  ゆめタウンサンピアン出張販売（～4日）
 2日 びぷれす熊日広場出張販売
 3日 人吉球磨物産展くまっこ市場出張販売（～4日、人吉市）
 6日 出荷協議会役員会（物産館19:00～）
 7日 人吉球磨地域観光マーケット（あゆの里）
 8日 びぷれす熊日広場出張販売（～9日）
 10日 ゆめタウン光の森出張販売（～13日）
 16日 ゆめタウンはません出張販売（～18日）
 17日 桜まつり特別営業体制開始（テント販売、営業時間延長等）
 21日 人吉球磨隠れ里の逸品づくり出店（～22日、福岡・九州のムラ市場）
 4月 1日 第36回桜まつり会場内出店（前夜祭より）
 6日 ゆめタウン光の森出張販売（～8日）
 8日 「花まつり」各施設甘茶サービス
 13日 ゆめタウンサンピアン出張販売（～15日）
 19日 びぷれす熊日広場出張販売（～20日）
 21日 ゆめタウン光の森出張販売（～22日）
 27日 しゃくなげ公園出張販売（～5月6日）
 28日 ゆめタウンはません出張販売（～5月1日）
 30日 「お嶽さん参り」前夜祭料理提供
 5月 2日 各施設八十八夜新茶サービス
 5日 元湯　子供の日菖蒲湯・子供入浴無料サービス
 4日 ゆめタウン八代出張販売（～6日）
 11日 ゆめタウンサンピアン出張販売（～13日）
 12日 バラまつり出張販売（県農業公園）
 13日 「母の日」各施設プレゼント企画
 18日 ゆめタウンはません出張販売（～20日）
 19日 バラまつり出張販売（県農業公園）
  くまこいダンスバトル料理提供
 24日 びぷれす熊日広場出張販売（～25日）
 26日 源流サミット開催（～27日、キャンプ場）
 27日 出荷協議会総会（石倉）
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【
観　

光　

事　

業
】

１
．新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

マ
ス
コ
ミ
へ
の
情
報
提
供
、掲
載

２
．「
び
ぷ
れ
す
熊
日
会
館
」を
中
心
に
県
内
一
円

へ
出
張
販
売
に
出
向
きP

R

活
動

３
．水
上
村
の
自
然
を
中
心
と
し
た
写
真
の
各
施

設
へ
の
掲
載（
お
客
様
向
け
観
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R

）

４
．連
休
時
等
の
特
別
営
業
体
制（
出
張
販
売
、延

長
営
業
、シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
等
）

５
．水
上
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
た
広
報
活

動
、物
品
販
売

【
総　

　
　
　
　

会
】

平
成
18
年
８
月
６
日　

第
４
期
定
時
株
主
総
会

を
開
催

提
案
な
ら
び
に
決
議
事
項

・
平
成
17
年
度
第
４
期
事
業
報
告
承
認
の
件

・
平
成
17
年
度
第
４
期
貸
借
対
照
表
な
ら
び
に
損

益
計
算
書
承
認
の
件

・
平
成
17
年
度
第
４
期
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書

承
認
の
件

・
平
成
18
年
度
第
５
期
事
業
計
画（
案
）承
認
の
件

・
取
締
役
の
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
の
件

【
取　

締　

役　

会
】

第
16
回
取
締
役
会　

平
成
18
年
８
月
６
日

第
17
回
取
締
役
会　

平
成
18
年
８
月
６
日

第
18
回
取
締
役
会　

平
成
18
年
８
月
10
日

第
19
回
取
締
役
会　

平
成
19
年
１
月
16
日

第
20
回
取
締
役
会　

平
成
19
年
５
月
21
日

【
監　

　
　
　

査
】

監
査
役
の
決
算
監
査　

平
成
18
年
７
月
21
日

賃　借　対　照　表
  　　　平成 19年 5月 31日現在  　　　（単位：円）

資産の部 負債の部
【流動資産】 45,281,218 【流動負債】 11,661,024
現金及び預金 35,743,762 買 掛 金 3,321,873
売 掛 金 3,564,710 未 払 金 4,070,539
商 品 1,118,291 前 受 金 1,393,600
製 品 530,306 預 り 金 751,312
原 材 料 3,044,683 委託手数料預り金 1,010,000
貯 蔵 品 435,404 未払法人税等 182,500
立 替 金 12,000 未 払 消 費 税 931,200
未 収 入 金 98,912 負 債 の 部 計 11,661,024
前 払 費 用 733,150

【固定資産】 5,106,377
（有形固定資産） 4,372,911
建物付属設備 422,136 純 資 産 の 部
車 両 運 搬 具 3,172,489 【株主資本】 39,142,143
什 器 備 品 778,286 〔 資 本 金 〕 50,000,000

（投資その他の資産） 733,466 〔 利 益 剰 余 金 〕 △ 10,857,857
保 険 積 立 金 709,476 （その他利益剰余金） △ 10,857,857
リサイクル預託金 23,990 繰越利益剰余金 △ 10,857,857

【繰延資産】 415,572 （うち当期純利益） （△ 6,042,649）
創 業 費 415,572 純 資 産 の 部 計 39,142,143
資 産 の 部 計 50,803,167 負債・純資産の部計 50,803,167

科　　　目 金　　　　　額
給 料 手 当
賞 与
雑 給
退 職 金
法 定 福 利 費
福 利 厚 生 費
広 告 宣 伝 費
荷 造 運 賃
支 払 手 数 料
販 売 手 数 料
販 売 促 進 費
水 道 光 熱 費
車 輌 費
事 務 用 品 費
備 品 消 耗 品 費
厨 房 用 消 耗 品 費
賃 借 料
保 険 料
修 繕 費
租 税 公 課
減 価 償 却 費
交 際 接 待 費
旅 費 交 通 費
通 信 費
管 理 諸 費
諸 会 費
調 査 研 修 費
衛 生 管 理 費
雑 費

販売費及び一般管理費

30,406,400
890,000
4,829,485
208,000
4,115,080
282,176
517,667
996,418
26,700

2,770,424
71,432

11,060,489
1,596,352
100,417
2,105,756
37,910

2,284,610
569,450
118,798
108,400
1,920,519
114,400
1,257,951
617,203
1,291,110
64,000
31,001
968,758
1,918,717

71,279,623

科　　　目 金　　　　　額

【売　　上　　高】
【売　上　原　価】
期 首 棚 卸 高
仕 入 高
合 計
期 末 棚 卸 高

売 上 総 利 益

【販売費及び一般管理費】
営　業　利　益

【営 業 外 収 益】
受　 取　 利　 息
雑　　 収　　 入

【営 業 外 費 用】
雑 損 失

経　営　利　益

税引前当期純利益
法人税等充当額等
当 期 純 利 益

5,046,811
54,716,840
59,763,651
4,693,280

21,058
522,228

1,403

119,952,172

55,070,371
64,881,801

71,279,623
△ 6,397,822

543,286

1,403
△ 5,855,939

△ 5,855,939
186,710

△ 6,042,649

販売費・一般管理費
自　平成18年６月 １日
至　平成19年５月31日

（単位：円）

損 益 計 算 書
自　平成18年６月 １日
至　平成19年５月31日

（単位：円）
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株主資本等変動計算書
　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年 6月 1日～平成19年 5月 31日）　　　　　　　　　　　　（単位：円）

株　　主　　資　　本
評価・換算
差額等合計 新株予約権

純　資　産
合　　　計資本金

資　本　剰　余　金 利　益　剰　余　金
自己株式

株主資本
合　　計資本準備金 他資本剰余金 利益準備金 他利益剰余金

前期末残高 50,000,000 -4,815,208 45,184,792 45,184,792 
当期変動額
当期純利益 -6,042,649 -6,042,649 -6,042,649 
当期変動額合計 -6,042,649 -6,042,649 -6,042,649 
当期末残高 50,000,000 -10,857,857 39,142,143 39,142,143 

株主資本等変動計算書（内訳）
   （平成 18年 6月 1日～平成 19年 5月 31日）　（単位：円）

利益剰余金の内訳
繰越利益剰余金 利益剰余金合計

前 期 末 残 高 -4,815,208 -4,815,208 
当 期 変 動 額
当 期 純 利 益 -6,042,649 -6,042,649 
当期変動額合計 -6,042,649 -6,042,649 
当 期 末 残 高 -10,857,857 -10,857,857 

繰越
前 期 末 残 高
当 期 変 動 額

資本
前期末残高 50,000
当期変動額

事業の基本方針

　水上村の地域により密着した事業を展開し、村民から愛される施設
づくりに邁進するとともに、地域の発展振興に寄与できるよう常に挑
戦する姿勢を養う。

【主な事業内容】
 6月 出張販売（ゆめタウン、びぷれす広場）
  第４回社員研修旅行（伊万里・福岡方面）
 7月 出張販売（ゆめタウン各店舗）
  物産館出荷協議会研修（菊陽町、西原村）
  市房山キャンプ場　そうめん流し・マスつりぼりオープン
  中元ギフトキャンペーン
  ４周年お客様感謝イベント（夜市開催、出荷協議会協賛）
 8月 出張販売（白水公園、人吉球磨物産フェア）
  ㈱みずかみ　第５回定時株主総会
 9月 出張販売（ゆめタウン、岩野川内地区）
  敬老の日　元湯お年寄り無料入浴
 10月 出張販売（びぷれす熊日会館、NTT物産展（熊本市）、
  物産館・山の幸館合同・農業フェア（県農業公園））
  「新米フェア」開催
 11月 出張販売（びぷれす熊日会館、白水公園）
  市房自然塾（キャンプ場）
  「新そばフェア」「いちごフェア」開催（紅葉連動企画）
  勤労感謝週間　元湯回数券割引販売

 12月 出張販売（びぷれす熊日会館、くまっこ市場（物産販売連絡協議会）、
  　　　　　くまもとの市大集合（グランメッセ熊本））
  お歳暮ギフトキャンペーン
  社員集合研修
  物産館水の上の市場　クリスマスお食事会
  キャンプ場・クリスマスイベント開催
 1月 出張販売（ゆめタウン）
  お客様振る舞い（七草、鏡開き、柳もち）
  元湯元旦営業
 2月 出張販売（ゆめタウン、NTT物産展（熊本市））
  社員集合研修
  バレンタインチョコ教室
 3月 「湯山温泉桜まつり」特別営業体制
  村内臨時出店・出張販売
 4月 出張販売（びぷれす熊日会館、ゆめタウン各店舗、白水公園）
  山開き、お嶽さん参り
 5月 出張販売（びぷれす熊日会館、ゆめタウン各店舗、山江SA、
  　　　　　人吉温泉球磨焼酎まつり）
  母の日プレゼントセール
【観　光　事　業】
　１．マイクロバスを利用した送迎および観光事業の推進
　２．新聞、テレビ、雑誌等マスコミへの情報提供、掲載、ラジオ出演
　３．イベント等開催時のダイレクトメール発送
　４．水上村の自然を中心とした写真の各施設への掲載（お客様向け観

光PR）
　５．自社及び水上村ホームページを利用した広報活動
　６．人吉球磨販売施設連絡協議会と連携した営業活動の拡大
　７．びぷれす熊日会館での水上村キャンペーン活動

平成１９年度第６期事業計画（案）

上球磨森林組合現業職員募集について

 下記のとおり募集いたしますのでご希望の方は申し込み下さい。

募集人員　　　　３名（加工部門２名、共販部門１名）

応募資格　　　　３５歳以下で水上村及び湯前町在住者、又は採用後在住できる方

勤務時間・休日　上球磨森林組合就業規則による

給与・賞与　　　上球磨森林組合給与規則による

選考方法　　　　面接にて（面接日については後日応募者に通知）

募集締切日　　　平成19年12月20日（健康診断書、履歴書を持参下さい。※郵送の場合は

　　　　　　　　当日までの消印有効。）

※詳細について知りたい方は℡44－0344又は組合事務所までおいでください。
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し
た
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「石倉交流施設」の利用について
（お知らせ）

　本年４月にリニューアルオープンした湯山「石倉」も半年を過ぎ、皆様方には様々な会合やイベン
トでご利用頂いています。
　つきましては、今後も村民の皆様に数多く「石倉」をご利用頂きたいと思いますので、個人、団体
を問わず利用を希望される方は、水上村役場企画観光課（44-0312）までご連絡下さい。

区分
使用料金

備　　　考
４時間未満 ４時間以上

８時間以内
８時間を超えて
１時間毎の追加料金

石倉ホール
無料 無料 無料 村、教育委員会及び公共的団体が使用する場合

1,000円 2,000円 300円 上記以外で村民が使用する場合

2,000円 4,000円 500円 営利、宣伝を目的とする場合及び村外の者が使用する場合

調理室
（休憩室含む）

無料 無料 無料 村、教育委員会及び公共的団体が使用する場合

200円 400円 100円 上記以外で村民が使用する場合

400円 800円 200円 営利、宣伝を目的とする場合及び村外の者が使用する場合

附記
　１　利用時間については、22 時までとする。
　２　石倉ホールと調理室（休憩室含む）を同時に使用した場合の使用料金は、合算した料金とする。
　３　使用料金には、電気、水道、ガス代を含む。
　４　その他、石倉使用について必要がある場合には協議の上決定する。
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詳しいことは、お近くの農業委員・事務局へおたずね下さい。
　水上村農業委員会
　Tel：44-0314　Fax：44-0662
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ご存知ですか！自動車事故被害者援護制度
○交通遺児等育成資金
　得率行政法人自動車事故対策機構では、保護者が自動車事故で死亡、または重度の後遺障害（自賠法３級以上）と
なった被害者の家庭の遺児などの健全な育成を図るため、育成資金の無利子貸付を行っています。
　貸付対象者　０歳から中学卒業までの児童
　貸　付　金　◆一　時　金　１５万５千円
　　　　　　　◆月　　　額　２万円
　　　　　　　◆入学支度金　４万４千円
　貸付期間　　貸付決定月から中学校卒業まで
　返還方法　　２０年以内の均等払い（月払い）
　　　　　　（高校・大学への進学者はその間返還猶予）

○重度後遺障害者への介護料支給
　自動車事故により、脳・脊髄または胸腹部臓器に損傷を受け、常時または随時の介護を必要とする重度後遺障害者
を抱える家族の精神的・肉体的並びに経済的負担の軽減を図るため、介護料を支給しています。
　支給対象者　自賠責保険（共済保険）の等級が

　介　護　料　月額①５８，５７０円～１３６，８８０円
　　　　　　　　　②２９，２９０円～　５４，０００円
　　　　　　　　　ただし、介護に要する費用（訪問看護・介護用品購入等）の負担に応じて、上限額までの範囲内
　　　　　　　　　で支給します。
お問い合わせは、独立行政法人　自動車事故対策機構　熊本支所
　　　　　　　　　　　　　　　　　℡（０９６）３２２－５２２９

税務署からのお知らせ
　平成１９年１１月１日から、熊本県内税務署の電話の受付が自動音声案内に変わります！！
　税務署の代表電話に電話をされますと、自動音声でご案内します。アナウンスされた番号を選択していただくと、
電話相談センター（音声案内『１』）又は税務署（音声案内『２』）におつなぎします。

①税務署の代表電話へ電話をかけます。
②自動音声でご案内します。
③音声案内に従って、ご希望の番号を選びます。
国税に関する一般的なご相談の方は→番号『１』→『電話相談センター』へ
税務署からの照会・お尋ね・納付相談などの個別的なご相談の方は→番号『２』→『税務署』へ
④『電話相談センター』では、担当者が税目別に対応しますので、ご希望の番号を選びます。
　番号『１』→年金や給与又は事業などの「所得税」に関するご相談
　番号『２』→「相続税」や「贈与税」又は個人の方が土地や建物、株式等を売却した場合のご相談
　番号『３』→「法人税」や「源泉所得税」又は年末調整などに関するご相談
　番号『４』→「消費税」や「印紙税」などに関するご相談
　番号『５』→その他のお問い合わせやご不明の場合
※　電話相談センターへは、直接電話をすることができます（直通電話：０９６－３５５－００１４）。
　　内容により税務署へ電話をおかけ直しいただく場合があります。

種別 Ｈ１４．４．１以降の事故 Ｈ１４．３．３１以前の事故
①常時介護 「第１級１号」または「第１級２号」 「第１級３号」または「第１級４号」
②随時介護 「第２級１号」または「第２級２号」 「第２級３号」または「第２級４号」
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全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

『
税
』̶

初
め
て
学
習
し
た
こ
と̶

　
　
　

水
上
村
立
水
上
中
学
校

　

一
年　

雨
森
大
地

　

僕
は
、
日
頃
「
税
＝
消
費
税
」

と
し
か
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
学
校
の
夏
休
み
の
宿

題
で
、
こ
の
税
に
つ
い
て
の
作
文

を
書
く
こ
と
に
な
り
自
分
で
調
べ

た
り
、
家
族
と
話
し
合
っ
た
り
し

て
、
ず
い
分
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
消
費
税
に
つ
い
て
調

べ
よ
う
と
、
母
に
レ
シ
ー
ト
を
何

枚
か
も
ら
い
ま
し
た
。
見
て
み
る

と
ス
ー
パ
ー
の
レ
シ
ー
ト
に
は
値

段
の
横
に
「
内
」
と
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
各
商
品
の
金
額

の
中
に
税
が
入
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

で
も
本
屋
の
レ
シ
ー
ト
に
は
、

各
金
額
の
横
に
星
印
の
付
い
て
い

る
も
の
と
何
も
つ
い
て
い
な
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。
合
計
ら
ん
を

見
る
と
、
品
代
・
外
税
・
内
税
品

代
と
書
い
て
あ
り
、
そ
の
金
額
を

合
計
す
る
と
総
額
の
合
計
と
一
致

し
ま
し
た
。
消
費
税
の
表
示
の
仕

方
も
色
々
あ
る
ん
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

次
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も

調
べ
て
み
ま
し
た
。
税
の
意
義
と

種
類
に
つ
い
て
、
知
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
税
の
意
義
に
つ
い
て

は
、「
税
金
は
、
国
民
の
『
健
康

で
豊
か
な
生
活
』
を
実
現
す
る
た

め
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が
行

う
活
動
の
財
源
と
な
る
」
と
あ
り

ま
し
た
。

　

税
の
種
類
に
つ
い
て
は
、
父
や

母
の
給
料
か
ら
直
接
納
め
ら
れ
た

住
民
税
や
所
得
税
、
会
社
が
納
め

る
法
人
税
、
そ
の
他
、
温
泉
に
入

る
時
に
払
う
入
湯
税
、
商
品
代
の

中
に
含
ま
れ
る
た
ば
こ
税
、
酒
税
、

ガ
ソ
リ
ン
税
。
毎
年
一
回
納
め
る

自
動
車
税
な
ど
が
あ
り
、
国
や
県

市
町
村
に
納
め
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

ま
た
、
家
族
と
税
金
の
使
わ
れ

方
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

祖
父
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、
学
校

の
校
舎
や
体
育
館
、
給
食
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
施
設
の
建
設
費
や
教

科
書
代
、
備
品
費
、
給
食
の
材
料

代
以
外
の
費
用
に
、
税
金
が
使
わ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
橋
や
道
路
、
砂
防
ダ

ム
、
落
石
防
止
壁
河
川
堤
防
、
港

湾
施
設
な
ど
が
つ
く
ら
れ
、
人
々

の
暮
ら
し
を
守
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
話
し
合
い
を
し
な
が
ら
、

思
い
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

三
・
四
年
前
弟
が
車
に
接
触
し

て
救
急
車
で
運
ば
れ
て
も
タ
ク

シ
ー
の
よ
う
に
料
金
が
い
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
時
、
お
金
は
い

ら
な
い
の
か
な
と
思
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
税
金
の
お

か
げ
な
の
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
小
学
校
中
学
年
の

頃
、
重
い
病
気
を
患
っ
て
一
年
間

入
院
治
療
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
不
安
で
つ
ら
く
て
、

苦
し
か
っ
た
で
す
。
高
価
な
投
薬

治
療
や
個
室
へ
の
移
動
も
何
度
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
医
療
費

も
難
病
と
い
う
こ
と
で
、
補
助
が

あ
っ
た
と
母
に
聞
き
ま
し
た
。
つ

ま
り
、

ぼ
く
も
税
金
に
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
作
文
を
書
く
こ
と
で
、
ぼ

く
た
ち
の
「
健
康
で
豊
か
な
生
活
」

は
税
の
お
か
げ
だ
と
い
う
こ
と
が

よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

「
税
」
に
関
す
る
作
品
全
国
表
彰
！
！

　

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞　

水
上
中
学
校
一
年　

雨
森
大
地
君

　

人
吉
球
磨
租
税
教
育
推
進
協
議
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
租
税
教
育
推
進
の
一
環
と

し
て
、
平
成
十
九
年
度
「
税
」
に
関
す
る
作
品
の
募
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
の
児
童
・
生
徒
か
ら
も
習
字
・
作
文
・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
多
数
の
作
品

の
応
募
が
あ
り
、
水
上
中
学
校
一
年
雨
森
大
地
君
が
、
人
吉
球
磨
管
内
で
は
唯
一
「
全

国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。こ
こ
に
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

税
務
署
へ
の
相
談
に
つ
い
て

　
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設

に
伴
い
、
平
成
十
九
年
十
一
月
一
日

か
ら
、
税
務
署
で
お
受
け
す
る
相
談

は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一　

相
談
内
容
に
つ
い
て
、
関
係
書

類
や
事
実
関
係
な
ど
を
、
具
体
的

に
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

←

事
前
に
相
談
日
時
の
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

二　

税
務
署
か
ら
の
照
会
や
お
尋

ね
、
還
付
金
の
振
込
時
期
及
び
納

付
の
相
談
等

←

直
接
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
な
『
よ
く
あ
る
質
問
』
に

つ
い
て
は
、
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
に

多
数
掲
載
し
て
い
ま
す
。

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
パ

ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア

ド
レ
ス

http://w
w
w
.nta.go.jp
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熊
本
県
小
児
救
急
電
話
相

談
事
業
に
つ
い
て

　

熊
本
県
で
は
、
子
ど
も
の
急
な
病

気
に
対
す
る
保
護
者
の
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
県
下
全
域
を
対
象
と
し

て
、
夜
間
に
お
け
る
小
児
救
急
に
関

す
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

受
付
は
、毎
日
、午
後
七
時
か
ら
午

後
十
一
時
ま
で
、
相
談
員
は
看
護
師

又
は
必
要
に
応
じ
て
小
児
科
医
が
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

電
話
番
号
は
、「
♯
（
シ
ャ
ー
プ
）

八
〇
〇
〇
番
」（
た
だ
し
、
ダ
イ
ア
ル

回
線
、
IP
電
話
、
光
電
話
か
ら
は
、

〇
九
六
ー
三
六
四
ー
九
九
九
九
）
で

す
。

　

急
な
病
気
に
関
す
る
応
急
処
置
や

受
診
可
能
な
医
療
機
関
に
つ
い
て
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
下
さ
い
。

里
親
制
度
に
つ
い
て

　

里
親
制
度
は
、
家
族
や
親
子
の

様
々
な
事
情
に
よ
り
家
庭
生
活
を
送

る
こ
と
が
で
き
な
い
子
ど
も
に
、
家

庭
的
な
環
境
を
提
供
し
、
子
ど
も
を

心
身
と
も
健
や
か
に
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ

い
た
子
ど
も
の
た
め
の
制
度
で
す
。

　

里
親
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
児
童
相
談
所
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

○
熊
本
県
中
央
児
童
相
談
所

　

℡
〇
九
六
ー
三
八
一
ー
四
四
五
一

　

FAX
〇
九
六
ー
三
八
一
ー
四
四
一
二

○
熊
本
県
八
代
児
童
相
談
所

　

℡
〇
九
六
五
ー
三
二
ー
四
四
二
六

　

FAX
〇
九
六
五
ー
三
一
ー
〇
三
六
二

皆
さ
ん
、
使
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

新
し
く
建
設
し
ま
し
た
汚
泥
再
生

処
理
セ
ン
タ
ー
で
出
来
た
発
酵
堆
肥

で
す
。今
か
ら
栽
培
さ
れ
ま
す
野
菜
、

草
花
、
樹
木
の
肥
料
と
し
て
使
っ
て

み
て
下
さ
い
。

肥
料
成
分（
目
安
）

　

チ
ッ
ソ（
Ｎ
）３
．３
９
％

　

燐
酸（
Ｐ
）４
．２
５
％

　

加
里（
Ｋ
）０
．２
６
％

（
１
袋
の
容
量
は
15
㎏
で
す
。）

価
格　

当
面
無
料
で
す
。

連
絡
先

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合　

汚
泥

再
生
処
理
セ
ン
タ
ー

〒
八
六
八
ー
〇
〇
八
五　

人
吉
市

中
神
町
一
三
四
八
ー
一

℡
〇
九
六
六
ー
二
二
ー
八
五
五
八

元
気
の
出
る
話

十
二
月
五
日（
水
）農
事
講
演
会

二
時
か
ら　

岩
野
公
民
館

講
師
：
江
崎　

拓
郎
氏

熊
本
高
校
卒

創
価
大
学
法
学
部
卒

某
食
品
メ
ー
カ
ー
に
勤
務
（
役
員

秘
書
八
年
、企
画
室
長
八
年
）

平
成
四
年
自
立
、（
株
）「
元
（
げ

ん
）」総
合
研
究
所
設
立

平
成
十
五
年（
株
）あ
か
た
に
村
設

立
、代
表
取
締
役　

村
長
に
就
任

現
在
、
熊
本
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
協
会

　

事
務
局
長

水
上
村
認
定
農
業
者
会　

事
務
局

　

℡　

四
四
ー
〇
三
一
四

　

FAX　

四
四
ー
〇
六
六
二

　

keizai@
m
izukam

i-m
ura.com

全
国
一
斉
多
重
債
務
者
相

談
ウ
ィ
ー
ク
無
料
相
談
会

 

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
の
無
料

相
談
会
を
、
下
記
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。弁
護
士
や
司
法
書
士
等
に
よ

る
面
談
と
な
り
、
事
前
予
約
の
あ
る

方
を
優
先
し
ま
す
。予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

十
二
月
十
四
日（
金
）球
磨
地
域
振
興

局※
十
二
月
十
五
日
は
特
設
電
話
で
の

ご
相
談
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

（
特
設
電
話
）
〇
九
六
ー
三
五
四
ー

六
一
一
〇　

※
十
五
日
の
み
設
置

相
談
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
庁　

食
の
安
全
・
消
費
生
活

課　
（
直
通
電
話
）
〇
九
六
ー
三
三
三

ー
二
二
九
一

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
（
電

話
）〇
九
六
ー
三
五
四
ー
四
八
七
五

熊
本
県
多
重
債
務
者
対
策
協
議
会
、

熊
本
県
、熊
本
県
弁
護
士
会
、熊
本
県

司
法
書
士
会

県
内
千
二
百
名
の
仲
間
と
学

び
ま
せ
ん
か
！

平
成
二
十
年
度
第
一
学
期

放
送
大
学
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
（
ス
カ
イ
パ

ー
フ
ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
）
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
正
規
の
大
学
で
す
。

【
募
集
期
間
】

平
成
十
九
年
十
二
月
十
五
日
〜
平
成

二
十
年
二
月
二
十
九
日

【
教
養
学
部
】

①
全
科
履
修
生
（
四
年
以
上
在
学
し
、

学
士
を
目
指
す
学
生
）

②
選
科
履
修
生（
一
年
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

③
三
科
目
履
修
生
（
六
か
月
間
在
学

し
、希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
人
文
・
社
会
・
自
然
・
産
業
等
の
幅

広
い
分
野
の
科
目
（
約
三
〇
〇
科
目
）

か
ら
学
べ
ま
す
。

○
十
五
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

選
科
・
科
目
履
修
生
に
入
学
で
き
ま

す
。

【
大
学
院
】

①
修
士
選
科
生（
一
年
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

②
修
士
科
目
生（
六
か
間
在
学
し
、
希

望
す
る
科
目
を
履
修
）

○
十
八
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も

入
学
で
き
ま
す
。

※
教
養
学
部
・
大
学
院
共
に
入
学
試

験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学　

熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
八
六
〇
ー
八
五
五
五　

熊
本
市
黒

髪
二
ー
四
〇
ー
一

熊
本
大
学
内

℡
〇
九
六
ー
三
四
一
ー
〇
八
六
〇

平
成
十
九
年
度
第
三
回
危

険
物
取
扱
者
試
験
実
施
要

領
　

財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー熊
本
県
支
部

消
防
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第

一
八
六
号
）
第
十
三
条
の
五
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
熊
本
県
知
事
か
ら
委
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任
さ
れ
た
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

一　

試
験
の
種
類　

甲
種
：
乙
種
第

一
類
〜
第
六
類
：
丙
種

受
験
は
一
種
類
に
か
ぎ
り
ま
す
。た

だ
し
、
丙
種
は
甲
種
及
び
乙
種
と
の

併
願
可
能

二　

試
験
の
日
時
及
び
場
所

（
一
）日
時

　

平
成
二
十
年
二
月
十
七
日（
日
）

甲
種
及
び
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試

験　

午
前
九
時
四
十
分（
着
席
）

丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験　

午
後

十
二
時
四
十
分（
着
席
）

（
二
）場
所

　

熊
本
市

三　

受
験
願
書
の
受
付
期
間
及
び
場

所（一
）受
付
期
間

平
成
二
十
年
一
月
七
日（
月
）か
ら

一
月
十
六
日（
水
）ま
で

（
郵
送
の
場
合
は
十
六
日
ま
で
の

消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
）

（
二
）受
付
場
所

財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
熊
本
県
支
部

〒
八
六
二
ー
〇
九
七
六　

熊
本
市

九
品
寺
一
丁
目
十
一
番
四
号
（
県

教
育
会
館
内
）

（
三
）受
験
願
書
等
の
請
求
先

財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ

ー
熊
本
県
支
部

及
び
最
寄
り
の
消
防
本
部
（
消
防

署
）

（
四
）合
格
発
表

　

平
成
二
十
年
三
月
五
日（
水
）

（
五
）問
い
合
わ
せ

　

℡
〇
九
六
ー
三
六
四
ー
五
〇
〇
五

平
成
十
九
年
度（
後
期
）ビ

ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定

試
験
の
お
知
ら
せ

 

ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
検
定
試
験

は
、人
事
評
価
・
人
材
開
発
や
ビ
ジ
ネ

ス
・
パ
ー
ソ
ン
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

に
一
層
活
用
で
き
る
よ
う
に
、
従
来

の
ビ
ジ
ネ
ス
・
キ
ャ
リ
ア
試
験
の
試

験
単
位（
ユ
ニ
ッ
ト
）を
、
企
業
の
職

務
内
容
に
対
応
し
て
大
括
り
化
す
る

と
と
も
に
、
職
務
遂
行
に
必
要
な
実

務
能
力
を
評
価
す
る
た
め
、
試
験
問

題
の
質
量
と
も
拡
充
す
る
な
ど
、
企

業
実
務
に
即
し
た
専
門
的
知
識
・
能

力
を
客
観
的
に
評
価
す
る
公
的
資
格

試
験（
能
力
評
価
試
験
）と
し
て
平
成

十
九
年
度
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
中

央
職
業
能
力
開
発
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w
w
.bc.javada.

or.jp平成
十
九
年
度
後
期
試
験
は
、
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。

【
受
験
申
請
受
付
期
間
】
平
成
二
十
年

一
月
四
日（
金
）〜
一
月
十
六
日（
水
）

【
試
験
実
施
日
】
平
成
二
十
年
三
月
二

日（
日
）

【
受
験
資
格
】
受
験
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。（
年
齢
や
実
務
経
験
の
有
無
に
よ

ら
ず
受
験
で
き
ま
す
）

【
後
期
試
験
分
野
】
生
産
管
理
、
企
業

法
務
・
総
務
、ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
、経

営
情
報
シ
ス
テ
ム
、経
営
戦
略
。

お
問
い
合
わ
せ
、
資
料
ご
希
望
の
方

は
熊
本
県
職
業
能
力
開
発
協
会
（
総

務
・
開
発
振
興
課
）ま
で

〒
八
六
二
ー
〇
九
五
〇

熊
本
市
水
前
寺
六
丁
目
五
番
十
九
号

　

熊
本
県
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル
二
階

二
〇
一
号

℡（
〇
九
六
）三
八
四
ー
一
七
一
一

FAX（
〇
九
六
）三
八
四
ー
二
六
七
六

高
三
〜
大
人
の
た
め
の
平
成

二
十
年
『
冬
期
海
外
派
遣
事

業
』

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

平
成
二
十
年『
春
休
み
国
際
交

流
事
業
』

参
加
者
募
集

高
三
〜
大
人
の
た
め
の
平
成
二
十
年

冬
期
海
外
派
遣
事
業　

参
加
者
募
集

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
国

際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
青
年
海

外
派
遣
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。本
事
業
は
、
語
学
研
修
や
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
、
異
世
代
と
の
交
流
を

通
じ
て
、見
聞
を
深
め
る
と
共
に
、国

際
的
視
野
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
判

断
し
、
積
極
的
に
行
動
で
き
る
青
年

の
育
成
を
目
指
し
て
実
施
い
た
し
ま

す
。

『
冬
期
海
外
派
遣
事
業
』
平
成
二
十
年

二
月
下
旬
〜
三
月
上
旬
（
十
〜
十
五

日
間
）

内
容
：
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
語
学
研

修
・
異
世
代
交
流
・
教
育
現
場
見

学
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
・
文
化

交
流
等

派
遣
先
：
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
カ

ン
ボ
ジ
ア

対
象
：
高
三
〜
大
人
の
方

参
加
費
：
二
十
九
万
円
〜

三
十
六
万
八
千
円
（
共
通
経
費

二
万
円
は
別
途
）

締
切
：
平
成
二
十
年
一
月
十
七
日

（
木
）申
込
先
着
順

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の
平
成

二
十
年　

春
休
み
国
際
交
流
事
業　

参
加
者
募
集

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人
・

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
平
成

二
十
年
春
休
み
に
青
少
年
を
対
象
に

国
際
交
流
事
業
を
実
施
い
た
し
ま

す
。体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の
理
解

や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

『
春
休
み
海
外
派
遣
事
業
』
平
成
二
十

年
三
月
二
十
六
日
〜
四
月
六
日
（
八

〜
十
二
日
間
）

内
容
：
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
イ
ギ
リ
ス
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
フ
ィ
ジ
ー
・
韓
国

対
象
：
小
二
〜
高
三

参
加
費
：
十
六
万
八
千
円
〜

三
十
六
万
円
（
共
通
経
費
三
万
円

は
別
途
）

締
切
：
平
成
二
十
年
二
月
七
日
（
木
）

申
込
先
着
順

【
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
㈶

国
際
青
少
年
研
修
協
会
】

住
所　

〒
一
六
〇
ー
〇
〇
〇
四
東
京

都
新
宿
区
四
谷
二
ー
十
一
大
村
ビ
ル

三
階

℡　

〇
三（
三
三
五
九
）八
四
二
一

FAX　

〇
三（
三
三
五
四
）二
二
〇
七

E-M
A
IL　

info@
kskk.or.jp

U
RL　

http://w
w
w
.kskk.or.jp

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
用
さ
れ
て
い

る
方
へ

役
場
の
光
回
線
を
ご
利
用

に
な
れ
ま
す
!!

一
、
設
置
場
所　

水
上
村
役
場（
総
務

課
前
）

二
、
設
置
期
間　

平
成
十
九
年
十
一

月
一
日
〜
二
十
年
三
月
三
十
一
日

三
、
利
用
時
間　

午
前
八
時
三
十
分

〜
午
後
五
時
三
十
分（
毎
日
）

四
、回
線
利
用
料　

無
料

五
、そ
の
他

　
・
回
線
の
設
置
の
み
で
す
の
で
、パ

ソ
コ
ン
は
各
自
持
参
し
て
下
さ

い
。（
十
二
月
よ
り
一
台
常
設
）

　

・
利
用
者
に
は
利
用
簿
を
記
帳
し

て
も
ら
い
、
今
後
の
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

・
利
用
者
へ
の
パ
ソ
コ
ン
指
導
は

実
施
し
ま
せ
ん
。

　

・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
管
理
等
は

自
己
責
任
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
・
利
用
実
態
に
よ
り
、来
年
度
以
降

の
事
業
継
続
を
検
討
し
ま
す
。

　

・
二
名
ま
で
利
用
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　

・
プ
リ
ン
タ
ー
は
接
続
し
て
い
ま

せ
ん
。

※
ご
利
用
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

水
上
村
役
場　

総
務
課

電
話
：
四
四
ー
〇
三
一
一
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よろしくね！

尾前　裕
ひろひさ

悠ちゃん（男）
（平成 19年９月８日生まれ）

水上村大字湯山
父：重徳さん　母：ちどりさん
明るく　元気よく　たくましく
育ってね！

平成19年度年末休日在宅医当番医

月 日 曜日 郡医師会 小児科

12 29 土
桑原医院・小林クリニック・兒玉医院・緒方医院
東病院・仁田畑クリニック・酒瀬川内科・古城病院
深水内科医院・増田耳鼻咽喉科クリニック

堤病院付属
九日町診療所

12 30 日 桑原医院・深水内科医院・増田耳鼻咽喉科クリニック
公立多良木病院
小児科

12 31 月 緒方医院・東病院・深水内科医院・そのだ医院
人吉総合病院
小児科

月 日 曜日 郡医師会

12 29 土

渡辺医院（午前中）・高田内科医院（8:30～13:00）
犬童耳鼻咽喉科（午前中）・球磨村診療所（午前中）
ほずみ皮膚科医院（午後２時まで）・犬童内科胃腸科医院（午前中）
そのだ医院（午前中）・宮原医院（午前中）
こんどう整形外科（9:00～14:00）・やまむら医院（9:00～16:00）

12 30 日 仁田畑クリニック（午前中）

12 31 月 球磨村診療所（午前中）

終日診療（午前９時～午後５時まで）

半日診療

※年始の当番医については、１月号でお知らせいたします。



23

今月今月のごみ事情

資源ごみ／燃えないごみ

燃えるごみ：3日・10日・17日・24日・27日

12月のごみ収集・・・燃えないごみ  分別すれば  資源！

12

 日 月 火 水 木 金 土
       1
 2 3 4 5 6 7 8
 9 10 11 12 13 14 15
 16 17 18 19 20 21 22
   25 26 27 28 2924 3123 30

今月のごみ事情今月のごみ事情・・

家庭でできる温暖化対策

6日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

13日：アルミ缶・スチール缶
透明びん・茶色びん

20日：燃えないごみ
鉄くず、ガラス、陶器

ごみを減らす３つの行動！
①ゴミになる物を買わない。…家で使う物の包装は、断る。不用な物を買わない。

②使える物は繰返し使う…修理する。工夫し再利用する。

③資源として再利用する…分別し、リサイクルとして出す。

※　年末・年始のごみ収集は、変更になります。
※　クリーンプラザへの持ち込み・・・
　・１２月３０日（日）まで持ち込みできます。
１２月３１日から１月３日は休業日で持込み
は出来ません。27日は、資源ごみ収集の日ですが、燃えるごみを収集します。

　

省
エ
ネ
・
素
朴
な
疑
問
。

Q
省
エ
ネ
に
は
や
っ
ぱ
り

　
　

電
球
形
蛍
光
ラ
ン
プ
で
す
か
？

電
球
形
蛍
光
ラ
ン
プ
の
ほ
う
が
白
熱
電
球
よ

り
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
３
〜
５
倍
も
高
い

と
い
う
。省
エ
ネ
を
考
え
る
な
ら
、白
熱
電

球
形
蛍
光
ラ
ン
プ
に
替
え
た
ほ
う
が
C
O 

排
出
量
も
か
な
り
削
減
さ
れ
て
、電
気
代
も

お
得
だ
。購
入
時
は
白
熱
電
球
の
ほ
う
が
安

い
が
１
年
く
ら
い
使
用
す
る
と
、蛍
光
ラ
ン

プ
の
ほ
う
が
経
済
的
。

2

普通の電球だけでなく小型電球対
応の口径のものもある。また、色の
見え方も電球色、昼白色、昼光色が
あり、用途や器具に応じて選ぶこと
ができる。

●今月の人口●
　男　………1,235 人
　女　………1,382 人
　計　………2,617 人
戸　数………   933 戸

村花………シャクナゲ
村木………………スギ
村鳥…………セキレイ 村花「シャクナゲ」

平成 19 年 10 月末現在

12月２日㈰　体協湯山支部駅伝大会

12月16日㈰　球磨郡一周駅伝大会

12月29日㈯　年末警戒激励巡回

※予定ですので、変更になることがあります。

12 月の行事予定



●
発
行
日
／
平
成
1
9
年
1
1
月
2
8
日
発
行
／
熊
本
県
球
磨
郡
水
上
村
大
字
岩
野
9
0

（
水
上
村
役
場
企
画
観
光
課
蕁
0
9
6
6
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3
1
2
）
●
印
刷
／
譁
協
和
印
刷

　
ア
ド
レ
ス
  h
ttp
://w

w
w
.v
ill.m
iz
u
k
a
m
i.lg
.jp
/

　
E
m
a
il : k

ik
a
k
u
k
a
n
k
o
u
@
m
iz
u
k
a
m
i-m
u
ra
.c
o
m

広報
N
O.431

元
田
　
京
一
作
品
シ
リ
ー
ズ
○122

ス
イ
ー
ト
ピ
ー（
マ
メ
科
）

　

イ
タ
リ
ア
の
シ
シ
リ
ー
島
原
産
。十
八
世
紀
は
じ
め
に
イ
ギ
リ
ス
に
持
ち
込
ま
れ
て
、改
良
が

進
ん
だ
。

　

日
本
名
は「
麝
香
連
理
草（
ジ
ャ
コ
ウ
レ
ン
リ
ソ
ウ
）」と
い
う
大
層
な
も
の
。

花
言
葉
：「
ほ
の
か
な
喜
び
」「
門
出
」「
優
し
い
思
い
出
」「
永
遠
の
喜
び
」

 

（
桃
）「
繊
細
」「
優
美
」

 

（
白
）「
デ
リ
ケ
ー
ト
な
喜
び
」

　11月23日（金）川内地区では恒例の秋まつりが開
催され、農産物品評会・餅投げや川内太鼓踊りの奉
納などで終日たくさんの人で賑わいました。又、本野
地区で、収穫祭が催され、こちらも農産物品評会や
ゲームなどで秋晴れのもと楽しい一日を過ごされま
した。

餅投げ（川内秋まつり）

農産物品評会（本野地区収穫祭）

秋空のもと各地区で
収穫祭や秋祭りが行われる


